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専
決
処
分
の
承
認
（
税
条
例

の
改
正
）

　

専
決
処
分
の
承
認
（
都
市
計

画
税
条
例
の
改
正
）

　

専
決
処
分
の
承
認
（
国
民
健

康
保
険
税
条
例
の
改
正
）

　

専
決
処
分
の
承
認
（
平
成
19

年
度
老
人
保
健
特
別
会
計
補

正
予
算
）

　

専
決
処
分
さ
れ
た
条
例
改
正

等
に
つ
い
て
、承
認
し
ま
し
た
。

※
一
口
メ
モ
参
照

　

西
邑
楽
土
地
開
発
公
社
経
営

状
況
の
報
告

　

平
成
20
年
度
事
業
計
画
及
び

平
成
19
年
度
決
算
に
関
す
る
報

告
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

西
邑
楽
土
地
開
発
公
社
定
款

の
変
更

一
般
会
計
予
算

■
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
総
額

　
　

69
億
６
、４
０
０
万
円

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

■
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
総
額

　
　

27
億
６
、８
３
１
万
円

老
人
保
健
特
別
会
計
予
算

■
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
総
額

　
　

２
億
４
、７
０
７
万
円

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算

■
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
総
額

　
　

１
億
９
、６
８
４
万
円

介
護
保
険
特
別
会
計
予
算

■
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
総
額

　
　

12
億
４
、１
７
２
万
円

下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

■
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
総
額

　
　

４
億
０
、０
９
１
万
円

学
校
給
食
事
業
特
別
会
計
予
算

■
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
総
額

　
　

２
億
４
、１
８
６
万
円

水
道
事
業
会
計
予
算

■
収
益
的
収
入

　
　

５
億
３
、２
７
２
万
円

■
収
益
的
支
出

　
　

４
億
９
、６
９
５
万
円

■
資
本
的
収
入

　
　

４
、５
８
０
万
円

■
資
本
的
支
出

　
　

２
億
７
、５
８
０
万
円

平成20年度予算を可決平成20年度予算を可決
　

平
成
20
年
第
二
回
（
６
月
）
定
例
会
で
は
、
平
成
20

年
度
の
一
般
会
計
予
算
や
各
特
別
会
計
予
算
等
の
議
案

が
提
出
さ
れ
、
審
議
の
結
果
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

　

公
有
地
の
拡
大
の
推
進
に
関

す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

定
款
を
変
更
し
ま
し
た
。

　

群
馬
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
の
規
約
変
更

　

構
成
市
町
村
間
で
合
併
が
行

わ
れ
る
場
合
の
財
産
処
分
方
法

に
つ
い
て
、
規
約
が
定
め
ら
れ

ま
し
た
。

　

邑
楽
町
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
改
正

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
創

設
に
伴
い
、
保
険
料
に
つ
い
て

新
た
に
減
免
の
特
例
措
置
を
設

置
す
る
た
め
、
条
例
を
改
正
し

ま
し
た
。

　

邑
楽
町
農
畜
産
物
処
理
加
工

施
設
の
使
用
に
関
す
る
処
分

に
つ
い
て
の
異
議
申
立
に
対

す
る
決
定
に
つ
い
て

　

異
議
申
立
に
対
す
る
町
の
決

定
書（
案
）の
と
お
り
決
定
す
る

こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
答
申
す

る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

６月定例会６月定例会

 

一
口
メ
モ 

【
専
決
処
分
っ
て
な
に
？
】

　

議
会
が
議
決
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
議
案
に
つ
い
て
、
町
長
が
議
会

を
招
集
す
る
時
間
的
余
裕
が
な
い
緊
急
の
場
合
に
、
町
長
が
議
会
に
代

わ
っ
て
処
理
を
行
う
こ
と
で
す
。
こ
の
場
合
、
次
の
議
会
に
報
告
し
承
認

を
求
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

 

５
月
臨
時
会 

 

６
月
定
例
会 

可
決
さ
れ
た
議
案
等

可
決

れ
た
議
案
等

可
決
さ
れ
た
議
案
等
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平
成
20
年
度
一
般
会
計
予
算

　

平
成
20
年
度
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
予
算
他
６
特
別
会

計
予
算

【
契
約
の
締
結
】

　

邑
楽
町
立
邑
楽
中
学
校
屋
内

運
動
場
耐
震
補
強
・
ト
イ
レ

改
修
本
体
工
事

契
約
金
額

１
億
１
、６
５
５
万
円

契
約
の
相
手
方

太
田
市
浜
町

石
川
建
設
株
式
会
社

　

農
業
委
員
の
推
薦

　

農
業
委
員
会
等
に
関
す
る

法
律
第
12
条
の
規
定
に
よ
り

議
会
が
推
薦
す
る
農
業
委
員

に
、
中
村
文
次
さ
ん
（
藤
川
）、

千
金
楽
幸
作
さ
ん
（
馬
場
大

林
）
を
推
薦
し
ま
し
た
。

 

５
月
臨
時
会 

 

５
月
臨
時
会 

 

７
月
臨
時
会 

否

決

さ

れ

た

議

案

否

決

れ

た

議

案

否

決

さ

れ

た

議

案

撤

回

さ

れ

た

議

案

撤

回

れ

た

議

案

撤

回

さ

れ

た

議

案

立
沢
議
員　

鞍
掛
第
三
工
業
団

地
造
成
に
あ
た
り
、
地
元
農
家

は
農
地
を
手
放
し
て
町
の
財
政

に
貢
献
し
た
が
、
何
の
メ
リ
ッ

ト
も
な
い
。
進
出
企
業
関
係
の

車
に
よ
り
、
朝
夕
の
交
通
渋
滞

が
生
じ
、
小
中
学
生
や
農
耕
車

の
道
路
横
断
は
命
が
け
で
あ

　

一
般
質
問
は
、
６
月
16
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
町
の
行
政
事
務
な
ど
に
つ
い
て

執
行
部
の
考
え
を
た
だ
し
、
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

る
。
団
地
中
央
25
ｍ
道
路
を
国

道
３
５
４
号
線
ま
で
早
急
に
接

続
願
い
た
い
。
ま
た
、
地
元
よ

り
町
に
ア
ク
セ
ス
道
路
を
含
め

新
た
な
工
業
団
地
の
要
望
書
が

提
出
さ
れ
、
県
企
業
局
と
調
整

が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
経
過

と
現
状
を
聞
き
た
い
。

都
市
計
画
課
長　

25
ｍ
道
路
は

工
業
団
地
造
成
と

ア
ク
セ
ス
道
路
の
建
設
に
つ
い
て

耐震補強等の工事が行われる邑楽中学校屋内運動場
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で
、
種
目
は
10
種
目
で
あ
る
。

田
部
井
議
員　

年
々
、
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
員
の
数
が
減
少
す
る

の
は
、
非
常
に
寂
し
い
現
象
で

あ
る
。
私
は
、
町
の
中
に
丈
夫

で
元
気
な
子
ど
も
が
一
人
で
も

多
く
育
つ
よ
う
な
環
境
づ
く
り

に
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
存
在

意
義
は
大
切
で
大
き
い
と
思

う
。

　

平
成
21
年
８
月
に
第
47
回
全

国
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
大
会
が
群

馬
県
で
開
催
さ
れ
る
。
町
の
取

り
組
み
方
を
聞
き
た
い
。

生
涯
学
習
課
長　

全
国
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
大
会
が
群
馬
県
で
初

め
て
開
催
さ
れ
、
全
国
の
都
道

府
県
の
代
表
、
団
員
及
び
指
導

者
が
参
加
す
る
。
町
と
し
て
は

広
報
掲
載
や
団
員
の
研
修
と
い

う
こ
と
で
、
参
加
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
き
た
い
。

田
部
井
議
員　

大
会
ス
ロ
ー
ガ

ン
が
先
日
発
表
に
な
り
、「
上
州

か
ら　

結
べ
広
が
れ　

友
情
の

輪
」
に
決
定
し
た
。

町
長　

工
業
団
地
、
関
連
す
る

道
路
整
備
等
県
企
業
管
理
者
へ

要
望
し
た
。
３
５
４
号
線
へ
の

取
り
つ
け
道
路
に
つ
い
て
は
、

町
は
17
ｍ
を
要
望
し
て
お
り
、

新
し
い
団
地
形
成
が
前
提
で
あ

る
。
こ
の
団
地
用
地
買
収
の
条

件
と
し
て
地
権
者
の
１
０
０
％

同
意
が
必
要
で
あ
る
。
３
５
４

号
線
沿
線
の
都
市
計
画
見
直
し

は
、
県
企
業
局
、
県
都
市
計
画

課
に
積
極
的
に
働
き
か
け
る
。

田
部
井
議
員　

人
と
人
と
が
親

交
を
温
め
、
深
め
、
強
め
る
の

に
、
と
も
に
汗
を
か
き
、
と
も

に
汗
を
流
す
と
い
う
の
が
大

切
と
思
う
。
そ
う
い
っ
た
観
点

か
ら
、
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の

現
状
を
聞
き
た
い
。

生
涯
学
習
課
長　

邑
楽
町
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、
平
成
19
年

度
で
は
16
団
３
８
７
名
の
構
成

足
利
・
邑
楽
・
行
田
線
の
交
通

量
増
大
に
伴
う
代
替
道
路
と
し

て
県
企
業
局
に
お
願
い
し
築
造

さ
れ
た
。
３
５
４
号
線
へ
の
接

続
は
必
要
と
考
え
て
お
り
、
今

後
も
検
討
し
た
い
。
新
た
な
工

業
団
地
の
状
況
だ
が
、
候
補
地

と
し
て
１
地
区
が
選
定
さ
れ
て

い
る
。
狸
塚
高
原
地
区
か
ら
要

望
書
が
町
長
に
提
出
さ
れ
、
県

企
業
局
が
実
施
す
る
調
査
対
象

地
区
と
し
て
採
択
さ
れ
る
よ
う

現
在
調
整
を
行
っ
て
い
る
。
方

向
性
が
見
え
し
だ
い
議
会
に
報

告
し
た
い
。

立
沢
議
員　

平
成
９
年
に
分
譲

さ
れ
た
鞍
掛
第
三
工
業
団
地
で

は
、
た
く
さ
ん
の
企
業
が
操
業

し
て
い
る
。
こ
の
団
地
は
群
馬

県
下
で
も
立
地
条
件
に
恵
ま
れ
、

即
完
売
が
期
待
さ
れ
て
い
た
が
、

現
在
稼
働
し
て
い
る
企
業
は
何

社
か
。空
い
て
い
る
分
譲
地
で
、

決
ま
っ
て
い
る
区
画
等
を
含
め

そ
の
進
捗
状
況
を
聞
き
た
い
。

都
市
計
画
課
長　

分
譲
は
県
企

業
局
が
窓
口
と
な
り
、
早
期
完

売
に
向
け
て
努
力
い
た
だ
い
て

い
る
。
現
在
11
社
が
操
業
、
１

社
が
建
設
中
。
ま
た
、
１
区
画

は
分
譲
済
み
で
あ
り
、
残
地
は

７
区
画
、
11
ヘ
ク
タ
ー
ル
ほ
ど

で
あ
る
。各
区
画
に
つ
い
て
は
、

県
企
業
局
に
問
い
合
わ
せ
が
あ

る
。
町
で
は
企
業
誘
致
条
例
に

よ
る
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　

今
後
と
も
早
期
分
譲
に
向
け

て
県
企
業
局
と
協
力
し
な
が
ら

努
力
し
て
い
き
た
い
。

立
沢
議
員　

館
林
か
ら
篠
塚
ま

で
の
３
５
４
号
線
沿
い
に
商
業

地
域
が
な
い
。
工
業
団
地
が
完

売
す
る
と
団
地
計
画
は
終
了
と

な
る
が
、
新
た
な
財
源
は
ど
う

す
る
の
か
。
３
５
４
号
線
沿
線

の
市
街
化
の
見
直
し
に
よ
り
、

商
業
地
を
含
め
企
業
進
出
の
環

境
を
整
え
る
べ
き
で
あ
る
。
町

長
自
ら
職
員
と
一
丸
と
な
り
、

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
す
る
べ
き

だ
。
町
の
工
業
出
荷
額
は
低
下

し
て
お
り
、
工
業
団
地
造
成
事

業
の
継
続
が
必
要
と
思
う
。
狸

塚
高
原
で
町
長
は
県
と
の
調
整

を
し
て
い
る
。
３
５
４
号
線
沿

線
等
を
含
め
先
日
県
企
業
局
の

造
成
地
確
保
の
発
表
が
あ
っ
た
。

町
長
に
経
過
を
聞
き
た
い
。

354号線への接続が望まれる団地中央道路

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
全
国
大
会
に
つ
い
て

積
極
的
に
働
き
か
け
る

団
員
及
び

　
　

指
導
者
の
参
加
を
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平成20年スポーツ少年団交流会より

ピアニカ・算数セット

　

私
が
気
に
な
る
の
が
、
参
加

資
格
、
運
動
適
性
テ
ス
ト
３
級

以
上
と
い
う
の
が
あ
る
。
具
体

的
に
３
級
以
上
と
い
う
の
は
、

ど
の
程
度
の
も
の
な
の
か
。

生
涯
学
習
課
長　

参
加
資
格
は
、

小
学
校
４
年
生
以
上
高
校
３
年

生
ま
で
と
な
っ
て
い

る
。
そ
の
中
に
運
動

適
性
テ
ス
ト
３
級
以

上
の
者
と
い
う
定
め

が
あ
る
。
具
体
的
に

は
、
５
種
目
あ
り
、

立
ち
幅
跳
び
、
上
体

起
こ
し
、
腕
立
て
伏

せ
、
時
間
往
復
走
、

そ
れ
か
ら
５
分
間
走

で
あ
る
。
５
種
目
の

得
点
を
総
合
し
、
総

合
得
点
が
21
点
〜
30

点
ま
で
を
適
性
テ
ス

ト
３
級
と
評
す
る
よ

う
で
あ
る
。

そ
の
他
の
一
般
質
問

◎
国
際
交
流
に
つ
い
て

◎
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
施
設
に
つ
い

て
◎
町
長
の
説
明
責
任
に
つ
い
て

◎
合
併
問
題
に
つ
い
て

黒
川
議
員　

学
校
で
使
う
副

教
材
等
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

「
物
を
大
事
に
使
う
」
と
い
う

当
た
り
前
の
こ
と
が
学
校
と

い
う
現
場
で
生
か
さ
れ
て
い

な
い
の
で
は
な
い
か
。
た
く
さ

学
校
教
育
に
つ
い
て

ん
の
も
の
を
購
入
す
る
。
裁
縫

箱
、
ピ
ア
ニ
カ
、
彫
刻
刀
、
算

数
セ
ッ
ト
等
々
。
算
数
セ
ッ
ト

の
細
か
い
名
前
貼
り
の
作
業
は

大
変
な
手
間
に
な
っ
て
い
る
。

同
時
に
業
者
が
毎
年
少
し
ず
つ

色
や
形
を
変
え
て
く
る
。
親
は

子
ど
も
に
皆
と
同
じ
物
を
備
え

て
や
り
た
い
か
ら
兄
姉
の
使
え

る
も
の
が
あ
っ
て
も
新
し
い
物

を
買
う
。

　

提
案
だ
が
「
生
か
せ
ば
資
源
。

捨
て
れ
ば
ご
み
」
消
耗
品
で
な

い
教
材
は
卒
業
時
等
に
寄
附
し

て
も
ら
い
、
学
校
で
使
う
工
夫

も
考
え
ら
れ
る
の
で
は
。

学
校
教
育
課
長　

算
数
セ
ッ
ト

問
題
等
に
よ
る
健
康
面
及
び
生

計
費
へ
の
負
担
増
を
考
え
る
と

疑
問
を
感
じ
る
。
ま
た
、
な
ぜ

３
階
建
て
か
、
基
本
的
に
は
木

小
島
議
員　

計
画
の
建
物
は
３

階
建
て
で
34
戸
だ
が
、
敷
地
面

積
に
マ
ッ
チ
し
て
い
な
い
。
東

向
き
の
建
物
で
あ
る
た
め
日
照

石
打
町
営
住
宅
建
替
計
画
の
件

使
え
る
も
の
は

  

ど
ん
ど
ん
使
う
指
導
を

に
つ
い
て
は
中
身
の
ば
ら
売
り

も
で
き
る
も
の
を
勧
め
る
努
力

も
し
て
い
る
。
ピ
ア
ニ
カ
等
使

え
る
も
の
は
ど
ん
ど
ん
使
っ
て

い
く
指
導
も
推
奨
し
て
い
く
。

中
学
校
で
も
リ
コ
ー
ダ
ー
や
制

服
の
使
い
回
し
を
積
極
的
に
推

奨
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
一
般
質
問

◎
国
際
交
流
に
つ
い
て

◎
臨
時
職
員
の
待
遇
に
つ
い
て

造
平
屋
建
て
で
環
境
に
や
さ
し

く
す
る
べ
き
だ
。

土
木
課
長　

石
打
の
町
営
住
宅

は
、
既
存
の
敷
地
そ
の
も
の
が

南
北
に
長
い
地
形
で
あ
る
。
木

造
平
屋
建
て
は
す
ば
ら
し
い
と

は
思
っ
て
い
る
が
、
高
島
地
区

は
貸
し
家
住
宅
が
他
の
地
区
に

く
ら
べ
て
少
な
く
見
受
け
ら
れ

る
。
そ
の
中
で
北
部
地
区
の
児

童
数
を
確
保
す
る
こ
と
も
考
え

た
う
え
で
、フ
ァ
ミ
リ
ー
世
帯
、

子
育
て
世
帯
の
方
に
も
中
心
に

な
っ
て
入
居
し
て
い
た
だ
く
こ

と
を
想
定
し
た
。
ま
た
、
全
体

的
に
は
34
戸
の
建
設
と
い
う
こ

と
で
、
限
ら
れ
た
敷
地
、
都
市

計
画
法
の
制
約
も
あ
り
、結
果
、

３
階
建
て
が
想
定
さ
れ
た
い
き

さ
つ
が
あ
る
。

小
島
議
員　

邑
楽
町
の
町
営
住

宅
は
、
40
年
前
後
の
建
築
年
数

が
た
ち
、一
つ
の
例
を
見
る
と
、

借
地
の
支
払
い
が
、
年
間
約

３
０
０
万
円
位
と
な
っ
て
い
る
。

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
が
40
年
続

北
部
地
区
の

　
　

児
童
数
確
保
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い
た
こ
と
に
な
り
、
生
産
性
の

な
い
投
資
は
み
ん
な
で
考
え

な
く
て
は
な
ら
な
い
。
建
設
計

画
と
工
期
は
ど
の
く
ら
い
か
。

土
木
課
長　

現
段
階
で
、
で
き

あ
が
っ
て
い
る
の
は
、
基
本
設

計
で
あ
る
。
ま
ず
は
、
初
年
度

に
実
施
設
計
を
作
成
し
、
次
に

１
棟
17
戸
の
も
の
を
２
棟
造

る
計
画
で
あ
る
。
１
棟
17
戸
を

１
年
度
で
、
翌
年
度
に
残
っ
た

１
棟
17
戸
と
い
う
こ
と
で
、
建

築
本
体
を
２
カ
年
で
計
画
し

て
い
る
。
そ
れ
と
平
行
す
る
形

で
道
路
な
ど
住
宅
周
辺
の
整

備
を
進
め
る
。
駐
車
場
整
備
も

含
め
、
総
事
業
費
約
６
億
円
、

内
町
の
負
担
が
６
，
０
０
０
万

円
、
国
か
ら
の
交
付
金
が

２
億
４
、２
０
０
万
円
。
残
額

は
起
債
の
予
定
で
あ
る
。
起
債

は
、
年
利
2.5
％
、
償
還
期
間
25

年
を
想
定
し
て
い
る
。

小
島
議
員　

現
時
点
、
石
打

町
営
住
宅
の
居
住
者
は
10
戸

で
、
児
童
数
の
減
少
も
心
配

だ
。
建
設
地
に
つ
い
て
は
、
国

道
１
２
２
号
線
通
り
の
石
打
地

区
、
中
野
大
根
村
地
区
や
観
音

様
の
周
り
等
も
考
え
ら
れ
る
。

日
当
た
り
等
住
む
人
が
健
康

に
過
ご
せ
な
け
れ
ば
、
入
居
者

の
定
着
は
な
く
、
高
島
地
区
の

小
学
校
の
活
性
化
は
な
い
。
建

設
資
金
と
し
て
町
の
借
入
金
は

２
億
９
、８
０
０
万
円
と
な
る
。

入
居
条
件
と
家
賃
設
定
は
。

土
木
課
長　

町
営
住
宅
管
理

条
例
に
よ
り
、
控
除
後
の
所
得

月
額
が
15
万
８
、０
０
０
円
以

下
の
方
。
高
齢
者
、
子
育
て
世

帯
等
に
あ
っ
て
は
、
控
除
後
の

所
得
月
額
が
21
万
４
、０
０
０

円
以
下
の
方
が
入
居
で
き
る
。

ま
た
、
家
賃
は
高
齢
者
向
け
２

Ｄ
Ｋ
で
１
万
７
、０
０
０
円
〜

３
万
３
、０
０
０
円
位
、
フ
ァ

ミ
リ
ー
向
け
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
で
、

２
万
５
、０
０
０
円
〜
５
万
円

と
想
定
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
一
般
質
問

◎
邑
楽
中
学
校
耐
震
補
強
の

件
◎
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

本
間
議
員　

町
長
の
公
約
で
あ

る
退
職
金
０
円
の
対
応
と
経
過

は
。

町
長　

退
職
金
は
市
町
村
総
合

事
務
組
合
で
一
括
処
理
さ
れ
て
い

る
が
、
受
け
取
ら
な
い
方
法
が

今
の
と
こ
ろ
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。

将
来
に
向
け
て
退
職
金
を
受
け

取
る
こ
と
を
考
え
て
、
任
期
中
こ

れ
に
見
合
う
報
酬
の
減
額
を
考

え
て
い
き
た
い
。

本
間
議
員　

報
酬
を
減
額
し
た

の
は
、
議
員
の
提
案
で
あ
る
。

町
長　

議
員
の
提
案
で
さ
れ
た

こ
と
は
、
承
知
し
て
い
る
。

本
間
議
員　

今
後
、町
長
は
ず
っ

と
半
額
で
い
い
と
い
う
こ
と
か
。

町
長　

私
の
報
酬
の
割
合
50
％

と
い
う
話
も
で
た
が
、
退
職
金

の
１
、４
０
０
万
円
に
見
合
う

退
職
金
に
つ
い
て

庁
舎
周
辺
道
路
の
整
備
早
期
実
現
を

小
沢
議
員　

町
民
の
皆
様
の
大

切
な
貯
金
（
邑
楽
町
庁
舎
建
設

基
金
）
と
関
係
者
の
努
力
で
、

借
金
せ
ず
に
、
明
る
く
つ
か
い

が
っ
て
の
良
い
す
ば
ら
し
い
庁

舎
が
で
き
た
。
貯
金
を
６
億
円

ほ
ど
残
し
て
の
完
成
で
あ
る
。

　

シ
ン
ボ
ル
タ
ワ
ー
、
図
書
館
、

あ
い
あ
い
セ
ン
タ
ー
、
新
庁
舎

も
そ
ろ
い
、
活
力
セ
ン
タ
ー
の

活
躍
で
管
理
の
行
き
届
い
た
お

う
ら
中
央
公
園
な
ど
町
の
顔
が

で
き
あ
が
っ
た
。
す
ば
ら
し
い

こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
町
道

幹
線
６
号
線
（
邑
楽
中
学
校
東

の
道
路
）
の
平
成
20
年
度
事
業

に
つ
い
て
考
え
を
聞
き
た
い
。

土
木
課
長　

事
業
費
で
６
、

６
０
０
万
円
ほ
ど
、
事
業
内
容

は
一
級
河
川
孫
兵
衛
川
に
架

か
る
大
黒
橋
を
含
め
て
前
後

１
５
０
ｍ
を
除
い
た
、
南
側
と

北
側
の
部
分
、
延
長
２
５
０
ｍ

の
道
路
工
事
と
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
光

ケ
ー
ブ
ル
の
移
設
補
償
を
予

定
し
て
い
る
。

小
沢
議
員　

新
庁
舎
周
辺
道
路

４
路
線
①
お
う
ら
中
央
公
園
西

側
、
管
理
棟
の
西
の
孫
兵
衛
川

に
抜
け
る
道
路　

②
さ
く
ら
橋

か
ら
光
善
寺
、
大
黒
方
面
に
抜

退
職
金
に
見
合
う

　
　
　

報
酬
減
額
を

金
額
で
考
え
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
一
般
質
問

◎
町
に
対
す
る
裁
判
の
現
状
に

つ
い
て

◎
裁
判
へ
の
今
後
の
取
り
組
み

に
つ
い
て

◎
医
療
費
の
無
料
化
に
つ
い
て

◎
都
市
計
画
の
指
針
（
計
画
）

◎
学
校
教
育
の
指
針（
方
向
性
）

◎
人
口
の
変
動
に
対
す
る
方
向

性
◎
今
後
の
財
政
運
営
に
対
す
る

指
針

建替基本計画が策定された石
打町営住宅
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舎
周
辺
の
環
境
整
備
事
業
に

位
置
づ
け
、
計
画
的
に
実
施
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

今
後
の
推
進
に
当
た
っ
て

は
、
一
級
河
川
孫
兵
衛
川
河
川

整
備
、
新
庁
舎
北
の
公
園
整
備

と
の
整
合
性
等
を
十
分
配
慮

し
た
中
で
、
で
き
る
だ
け
早
く

整
備
し
た
い
。

そ
の
他
の
一
般
質
問

◎
裁
判
の
町
行
政
に
対
す
る

影
響
に
つ
い
て

◎
退
職
金
０
円
問
題
に
つ
い

て
◎
庁
舎
建
設
基
金
の
現
状
に

つ
い
て

◎
邑
楽
町
財
政
調

整
基
金
条
例
に

つ
い
て

◎
教
育
関
係
事
業

の
決
定
に
つ
い

て
の
事
前
説
明
、

相
談
に
つ
い
て
。

ま
た
、
児
童
・

生
徒
に
対
す
る

信
頼
・
影
響
に

つ
い
て

◎
幼
、
小
、
中
学
校
の
食
中
毒

問
題
と
給
食
セ
ン
タ
ー
の
仕

入
れ
に
つ
い
て
。
ま
た
、
セ

ン
タ
ー
の
改
築
に
つ
い
て

◎
平
成
20
年
度
予
算
で
の
商

工
業
に
対
す
る
支
援
に
つ

い
て
（
99
・
８
％
の
中
小
企

業
の
実
情
）

◎
邑
楽
町
に
於
け
る
少
子
高

齢
化
対
策
に
つ
い
て

◎
合
併
問
題
に
つ
い
て

（
理
想
の
合
併
２
市
５
町
・

広
域
行
政
・
分
権
・
道
州

制
ま
で
の
一
里
塚
）

　

あ
の
日
、
主
人
は
急
が
し
く
旅
立
ち
の
支
度

を
し
、
駆
足
で
逝
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

あ
れ
か
ら
六
年
半
、
皆
様
の
お
力
を
お
借
り

し
て
残
さ
れ
た
店
の
経
営
を
な
ん
と
か
続
け
て

ま
い
り
ま
し
た
。
彼
が
い
な
く
な
っ
て
も
、
何

ら
変
わ
る
こ
と
な
く
大
勢
の
人
達
は
私
共
か
ら

離
れ
る
事
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
い
つ
も
元

気
な
お
顔
を
見
せ
て
く
だ
さ
る
方
々
、
遠
方
よ

り
わ
ざ
わ
ざ
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
る
人
、
電
話

で
近
況
報
告
と
、
無
事
を
確
認
し
て
く
だ
さ
る

人
等
々
。

　

感
謝
の
気
持
ち
で
一
杯
で
す
。

　

こ
の
事
は
彼
が
残
し
て
く
れ
た
大
き
な
大
き

な
財
産
と
受
け
と
め
大
切
に
守
っ
て
い
き
ま
す
。

そ
し
て
こ
れ
は
私
の
誇
り
で
す
。
幸
せ
っ
て
す

ぐ
近
く
に
あ
り
ま
す
よ
、
ほ
ら
、
そ
こ
に
、
そ

し
て
、
こ
こ
に
も
…
。

　

私
は
今
幸
せ
で
す
。

　

さ
あ
、明
日
か
ら
又
、も
う
少
し
だ
け
頑
張
っ

て
み
よ
う
か
な
…
。

田部井喜久枝
（十三坊塚・６区）

優しく幸せな時
と

間
き

と共に

け
る
道
路　

③
お
う
ら
中
央
公

園
管
理
棟
の
西
、
田
ん
ぼ
と
畑

の
境
か
ら
篠
塚
寺
中
方
面
に
抜

け
る
道
路　

④
新
庁
舎
北
の
広

大
な
公
園
敷
地
の
西
側
、
新
庁

舎
か
ら
新
中
野
方
面
に
抜
け
る

道
路
の
以
上
４
路
線
の
整
備
を

早
急
に
実
行
す
べ
き
と
思
う
。

何
故
な
ら
ば
、光
善
寺
、水
立
大

黒
、坪
谷
、西
ノ
根
宮
内
中
島
、そ

し
て
馬
場
大
林
、寺
中
、ま
た
、前

原
、
新
中
野
は
も
ち
ろ
ん
、
全

町
民
に
と
っ
て
も
非
常
に
役
に

立
つ
事
業
で
あ
る
。
農
作
業
を

は
じ
め
子
ど
も
た
ち
、
家
族
、

高
齢
者
の
散
歩
、サ
イ
ク
リ
ン
グ
、

ま
た
、
す
ば
ら
し
い
環
境
で
の

遊
び
に
等
々
、
非
常
に
価
値
あ

る
事
業
と
考
え
る
が
。

町
長　

町
民
の
利
便
性
を
高
め

る
よ
う
、
そ
う
い
っ
た
生
活
道

路
等
々
、
予
算
等
認
め
て
い
た

だ
き
な
が
ら
公
平
な
税
の
執
行

で
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
し
な
い
よ

う
行
政
運
営
を
し
て
い
き
た
い
。

土
木
課
長　

４
路
線
に
つ
い
て

は
、
邑
楽
町
の
顔
で
あ
る
新
庁

計
画
的
な
実
施
が
必
要

整備が望まれる役場庁舎周辺道路
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大
野
議
員　

20
年
度
の
予
算
が

可
決
さ
れ
た
が
、
混
乱
を
し
た

原
因
と
責
任
を
ど
う
感
じ
て
い

る
の
か
。

町
長　

予
算
に
つ
い
て
、廃
案
、

暫
定
予
算
、
そ
し
て
５
月
、
予

算
否
決
と
い
う
こ
と
で
大
変
町

民
の
皆
さ
ん
に
迷
惑
を
か
け
、

私
の
不
徳
の
い
た
す
と
こ
ろ
で

あ
る
。

大
野
議
員　

全
然
回
答
に
な
っ

て
い
な
い
。
こ
の
原
因
は
何
だ

と
思
う
の
か
。

町
長　

財
政
調
整
基
金
の
取
り

崩
し
が
多
い
問
題
等
あ
っ
た
わ

け
だ
が
、
可
決
さ
れ
議
員
の
理

解
を
頂
け
た
と
思
っ
て
い
る
。

大
野
議
員　

財
調
の
取
り
崩
し

が
原
因
だ
と
、
そ
れ
だ
け
な
の

か
。

町
長　

そ
れ
以
外
に
、
私
の
不

徳
の
い
た
す
と
こ
ろ
で
、
原
因

が
払
拭
で
き
る
よ
う
に
行
政

運
営
に
努
め
て
い
き
た
い
。

大
野
議
員　

約
11
億
し
か
な
い

財
調
を
６
億
も
使
う
案
で
あ
っ

た
。
町
税
は
伸
び
て
お
り
、
財

調
を
取
り
崩
す
理
由
が
条
例
に

該
当
し
な
い
。
混
乱
の
原
因
は

町
長
が
つ
く
っ
た
。

　

３
月
議
会
の
と
き
に
、
議
長

の
判
断
に
お
い
て
、
暫
時
休
憩

し
、
全
員
協
議
会
の
中
で
会
期

を
延
長
し
て
、
何
と
か
財
調
の

取
り
崩
し
を
少
な
く
し
て
、
修

正
提
案
す
る
考
え
は
な
い
の

か
と
の
話
に
対
し
、「
原
案
で

お
願
い
し
た
い
。」
こ
れ
が
原

因
で
あ
る
。
１
億
で
も
２
億
で

も
半
分
で
も
戻
し
て
、
了
解
が

得
ら
れ
る
よ
う
な
努
力
を
な

ぜ
し
な
か
っ
た
の
か
。

町
長　

そ
の
話
は
聞
い
た
が
、

20
年
度
の
事
業
を
執
行
し
て
い

く
う
え
で
、
こ
れ
で
お
願
い
し

た
い
と
回
答
し
た
記
憶
が
あ

る
。

大
野
議
員　

そ
の
結
果
、
こ
う

い
う
事
態
に
な
っ
た
。
会
期
を

延
長
し
て
頑
張
れ
ば
、
３
月
議

会
の
中
で
可
決
で
き
た
。
そ
の

責
任
を
ど
う
感
じ
て
い
る
の
か
。

町
長　

そ
の
責
任
は
、
大
変
重

く
受
け
止
め
、
今
後
そ
の
よ
う

な
こ
と
が
な
い
よ
う
に
努
力
を

し
て
い
き
た
い
。

大
野
議
員　

20
年
度
の
予
算
が

通
ら
な
か
っ
た
ら
、
議
会
を
解

散
す
る
と
い
う
話
も
で
て
い
た

が
、
町
長
の
議
会
解
散
権
、
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

町
長　

一
つ
は
、
町
長
に
対
し

て
の
不
信
任
決
議
案
が
可
決
さ

れ
た
場
合
と
、
も
う
一
つ
は
伝

染
病
で
あ
る
と
か
、
あ
る
い
は

災
害
な
ど
重
要
な
事
案
が
発
生

し
た
と
き
の
予
算
が
否
決
さ
れ

た
場
合
が
解
散
の
行
使
に
当
た

る
と
理
解
を
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
一
般
質
問

◎
町
長
の
裁
判
放
棄
と
町
を
訴

え
て
い
る
業
者
に
つ
い
て

◎
公
約
に
つ
い
て

◎
町
長
の
公
職
選
挙
法
違
反
に

つ
い
て

大塚　誠
（前原・４区）

老いても生きがいを持って
　

〝
光
陰
矢
の
如
し
〞
私
は
、
東
武
鉄
道
㈱
を

定
年
退
職
し
、
今
年
で
20
年
を
迎
え
ま
す
。

　

〝
生
涯
青
春
〞〝
生
涯
現
役
〞
を
モ
ッ
ト
ー

に
頑
張
っ
た
現
役
時
代
。
旅
客
の
安
全
と
列
車

の
定
時
運
転
確
保
等
、
全
力
投
球
し
た
姿
が
限

り
な
く
浮
か
び
来
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

　

現
在
は
、
晴
耕
雨
読
の
生
活
で
す
が
、
退
職

者
Ｏ
Ｂ
会
の
緑
会
が
第
一
の
楽
し
み
で
す
。
先

輩
や
同
期
の
仲
間
と
悲
喜
様
々
の
思
い
出
を
語

り
合
い
、
在
職
中
に
築
か
れ
た
人
間
関
係
を
引

続
き
温
存
し
、
今
後
の
人
生
を
よ
り
有
意
義
に

過
ご
せ
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
体
力
、
気
力
を
保
持
す
る
た
め
の
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
、
四
季
折
々
の
野
菜
作
り
、
庭
木

の
手
入
れ
等
に
汗
を
流
し
、
夕
べ
に
は
一
日
の

こ
と
を
日
記
に
書
き
残
す
毎
日
で
す
。
年
々
体

力
の
減
退
は
当
然
で
す
が
、
心
豊
か
に
太
陽
の

下
で
の
疲
れ
は
い
い
も
の
だ
と
感
じ
て
い
ま

す
。

　

〝
生
涯
現
役
〞
の
言
葉
は
、
今
で
も
私
の
脳

裏
に
深
く
刻
み
込
ま
れ
て
い
る
一
言
で
す
。

平
成
20
年
度
予
算
に
つ
い
て

責
任
を
重
く

　
　
　

受
け
止
め
る
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一
般
質
問
の
掲
載
に
つ
い
て

　

小
倉
修
議
員
の
一
般
質
問
は
、

本
人
の
申
し
出
に
よ
り
掲
載
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

広
報
委
員
会
と
し
て
は
、
再

度
掲
載
の
依
頼
を
し
ま
し
た
が

右
記
の
と
お
り
と
な
り
ま
し
た
。

■５月
７日　役場新庁舎開庁式
８日　議会運営委員会、総務・文教常任委員会
　　　厚生・環境常任委員会、全員協議会
14日～19日　第２回臨時会

（本会議、議会運営委員会、各常任委員会、
全員協議会、予算特別委員会）

20日～21日　町村議会議長・副議長研修会
22日　予算特別委員会
26日　西邑楽土地開発公社理事会
30日　予算特別委員会

■６月
２日　 議会運営委員会、館林邑楽農業共済事務

組合臨時会、館林地区消防組合臨時会
３日　 総務・文教常任委員会、厚生・環境常任

委員会
４日　建設・経済常任委員会、全員協議会
５日　邑楽郡町村議会議長会臨時会
　　　邑楽館林医療事務組合議会議員懇談会
13日～19日　６月定例会

（本会議、議会運営委員会、各常任委員会、
全員協議会、広報委員会）

26日　邑楽館林地域施策推進協議会

■７月
１日　大泉町外二町環境衛生施設組合議会臨時会
２日　太田市外三町広域清掃組合議会臨時会
４日　議会運営委員会、総務・文教常任委員会
６日　邑楽消防団班対抗ポンプ操法大会
７日　広報委員会編集会議、全員協議会
８日　 東毛広域市町村圏振興整備組合議会運営

幹事会
14日　第３回臨時会

（本会議、議会運営委員会）
　　　広報委員会校正会議
18日 館林地区消防組合臨時会

　

１
件
の
請
願
が
受
理
さ
れ
、

所
管
の
常
任
委
員
会
に
付
託
さ

れ
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
引
き
続
き
調

査
研
究
を
要
す
る
こ
と
か
ら
継

続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

▼
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
撤

廃
を
求
め
る
請
願

請
願
者

　

前
橋
市
樋
越
町

全
日
本
年
金
者
組
合
群
馬
県

本
部

　

代
表　

関
口
昭
三

　

議
会
で
は
、
５
月
か
ら
９
月

定
例
会
終
了
ま
で
の
間
、
上
着

及
び
ネ
ク
タ
イ
の
着
脱
は
自
由

と
な
り
ま
し
た
。

請
願
・
陳
情

お
知
ら
せ

【訂正とお詫び】
　５月上旬配布した議会だより115号に次の誤りがあ
りました。
　８ページ議会を傍聴しましょうの中で「平成20年
12月議会までの会議録」と記載してしまいましたが、
正しくは「平成19年12月議会までの会議録」です。
訂正してお詫び申し上げます。

議会を傍聴しましょう
　次回の定例会は、９月10日から22日を予定し
ています。
　住所・名前・年齢を受付簿に書くだけでどな
たでも傍聴できます。
　役場庁舎１階ロビーのテレビにおいても、本
会議の模様を中継していますので、お気軽にご
覧ください。
　議会の会議録（議事等の経過をそのまま記録
したもの）は、図書館、邑楽町公民館、産業研
修会館（長柄公民館）、勤労青少年ホーム（ヤ
ングプラザ）に置いてあります。また、ホームペー
ジにも会議録全文を掲載していますので、ご覧
ください。
URL http:/www.town.ora.gunma.jp/gikai
　詳しくは、議会事務局まで
　☎88－5511（内線300）



■発行　群馬県邑楽町議会　■発行人　議会議長　横山英雄　

■編集　邑楽町議会広報委員会　群馬県邑楽郡邑楽町大字中野2570-1　TEL0276-88-5511（内線300）

《皆様の意見、ご要望など議会広報委員会までお寄せください。点訳版をご希望の方は、ご連絡ください。》
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町
民
の
皆
様
が
主

人
公
で
あ
る
べ
き
町

行
政
。
そ
の
奉
仕
者

で
あ
る
べ
き
議
員
。

　

今
年
度
の
予
算
が
、

６
月
定
例
会
で
や
っ
と
可
決
さ
れ
ま

し
た
。
３
月
定
例
会
か
ら
可
決
ま
で

の
間
、
町
民
の
皆
様
に
は
大
変
な
ご

心
配
を
お
か
け
し
て
き
た
こ
と
と
思

わ
れ
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
議
員
に
は
そ
の
説
明

責
任
を
し
っ
か
り
と
果
た
し
て
い
く

義
務
が
あ
り
ま
す
。

　

と
同
時
に
私
は
、
多
く
の
町
民
の

皆
様
に
、
議
会
で
何
が
ど
の
よ
う
に

議
論
さ
れ
て
議
決
を
し
て
い
く
の
か
、

大
い
な
る
関
心
を
持
っ
て
頂
く
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
の
為
に
も
、
直
接
議
会
の
傍
聴
を

は
じ
め
、
こ
の
議
会
だ
よ
り
に
目
を

通
し
て
頂
く
こ
と
や
、
全
部
の
内
容

を
知
る
こ
と
の
で
き
る
議
会
会
議
録

が
町
拠
点
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
見
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。
大
事
な
大
事
な
わ
が
町
の
こ

と
に
、
熱
き
関
心
を
持
た
れ
、
率
直

な
ご
意
見
を
頂
き
た
い
と
心
か
ら
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
黒
川
記
）

【韓国忠
ちゅん

清
ちょん

南
な ん

道
ど

天
ちょん

安
な ん

市
し

】
岡 安 貴 順（水立大黒・23区）

　私のふるさとは遠く、韓国の中部地方忠清
南道の天安市です。ソウルからプサンへと通
じる幹線道路沿いにあり、ソウルからは車で
１時間程の所にあります。
　この地方は、忠

ちゅん

清
ちょん

道
ど

両
やん

班
ばん

という言葉もあ
る程、人間的に信用度の厚い人々を輩出した
土地でもあります。

　昔は山と田畑にかこまれ自然豊かな農村地帯でありましたが、現在は交通の便も良いこと
から都市部へ通勤する人々のベッドタウンとなり、市街化が進み大きな建物もたくさん立ち
ならび、子ども時代の思い出の場所はどこへ行ってしまったのか淋しい思いもあります。
　そんな中、ふるさとを振りかえってみますと、子どもたちは大きな子が小さな子の面倒を
みながら遊ぶという中で、社会性ややさしさ、たくましさ、危険なことを知る等たくさんの
経験をしながら育っていったように思います。蛙や蛇等でさえ遊びの中の一員であり、蜂の
巣をつついて蜂の反撃にあい刺され、子どもながらに死ぬかと思ったこともありました。
　今、青く澄んだ空やきれいな夕日を見るとき、ふと胸がせつなくなって来るのは誰もが持
つ「望郷の想い」というものなのでしょうか？

天安サムゴリ


